
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域まちづくり会議の検討状況 

・１月２０日に開催されました第５回会議では、今までの意見を集約した『グランドデザイン』の検討をテーマとし

て、私達が考える『辻堂駅周辺地域』の将来ビジョンについて意見交換をしました。 

○藤沢市辻堂駅周辺地域まちづくり会議・第５回のまとめ 

●テーマ「今までの意見を集約した『グランドデザイン』の検討 

―私達が考える『辻堂駅周辺地域』の将来ビジョン」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面の内容へ 

 

 

 

 

●将来ビジョンの性格と位置付け 

 

○ビジョンの位置付け 

・ビジョンは良いが、藤沢市が土地を取得する考えがあるのか知りたい。 

土地を持たないものが勝手なことを言っても希望は実現しない夢に終わる。 

辻堂演習場の返還時に地元要望が叶わなかった苦い経験がある。 

・誰が土地を買うかも解らないうちに、土地利用をあれこれいう必要があるのか。 

・民間は利潤が見込めないと開発はやらないはずだ。民間で利潤が見込めなくても、市や地域にとって必要なものを整備する

ために、市が土地を取得する必要がでてくるのではないか。 

・市自らが開発する土地ではないが、市の都市経営や地域の環境・経済に大きな影響を持つ土地であり開発である。 

・Ｈ１７年９月までにカントクは更地にする予定だと聞いている。 

市が用途地域の変更をしないと開発はできない。 

地権者と地域と行政が話し合って開発の方針を決めていく必要がある。 

・基本計画（将来ビジョン）を受けて土地処分の方針が決まってくる。 

計画なしに土地を売るのではなく、計画に沿った開発ができる人に土地を売る。 

計画がまとまり、市も必要になれば土地の手当てなど対処するのではないか。 

 

○ビジョンの性格 

・将来ビジョンはまちづくりの方向性を提案したものだ。 

・まちの骨格（道路や公園など）を先ず描く必要がある。その考え方を示すのがグランドデザインだ。 

・土地利用は具体的施設ではなく、性格付けとゾーニングを示す。 

具体的な施設を要求、決定したものではない。 

・細かい具体的なものは次のステップ以降、別組織で考えるべき。そこに市民や地域も意見を言えるようにすればよい。 

 

○ビジョンの評価 

・基本的には今日の資料でよいのではないか。 

・パークシティを基本として欲しい。街とオープンスペースや緑が一体化したまちのイメージだ。 

・広域の将来像を以て考える必要があり、地域の利便性に偏ってはいけない。 

将来ビジョンに沿って、インフラの整備・環境・景観・省エネ・防災等、モデルになるような開発を望む。 

 ・藤沢市の西の玄関になる構想だと思う。 

●ビジョンを活かしてゆくために ●ビジョンの中身 ●南口商店街の活性化 ●ＪＲに対して 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元：藤沢市辻堂駅周辺地域まちづくり会議  

   
※ ご意見ご提案がある方は、お手数ですがお手紙、FAX、Ｅﾒｰﾙにて事務局

までお寄せ下さい。事務局で取りまとめて地域まちづくり会議に報告し、

検討を行います。なお、ご意見ご提案に対する個別の回答はいたしませ

んのであらかじめご了承下さい。 

都市計画課のHPにもニュースを掲載しています。 

http://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/tosi/ 

事 務 局 

藤沢市役所 計画建築部 都市計画課 

〒251-8601 藤沢市朝日町１番地の１ 

TEL 0466-50-3537  FAX 0466-29-1353 

E ﾒｰﾙ:tosikei@city.fujisawa.kanagawa.jp 

●ビジョンを活かしてゆくために 

 

・どういう事業方式でやるのか。これだけのインフラ整備をどうやってやるのか。 

・土地を取得した事業者も計画づくりの意見やまちづくりに関与できるように。 

ルールや仕組みをつくり、基本計画を改良しながら進める必要がある。 

・戦略的機能を誘致する努力を地権者・事業者・行政が協力して行う必要がある。 

・市が所有する土地をカントク跡地の土地と交換して、計画地に市が土地を持って計画をリードすることも考えて欲しい。 

・このビジョンを活かすには、市行政の土地取得も含めた積極的な取り組み、 

茅ヶ崎市との協調、             が大切だ。 

南北の連絡強化               

・茅ヶ崎市の意見も藤沢市と同じようだ。合同のまちづくり会議を持つべきだ。 

●ビジョンの中身 

 

○インフラ整備 

・先ずインフラ整備の計画を明確にすることが大事だ。 

・新たな車両交通の発生を抑え、環境に配慮する意味で、計画地の中にできるだけ車を入れない計画にすべきではないか。 

 

○防災拠点 

・地区全体を防災拠点として位置づける必要がある。 

 

○戦略的機能 

・戦略的機能について、前回資料にあった先端科学的な研究開発機能（バイオなど）について言及しないのか。 

誘致は難しいと思うが、２１世紀のテーマになる企業が来ると地域は活性化すると思う。 

・医療健康機能はすぐそばに移転してくる湘南中央病院との連携が必要ではないか。 

 

○ＳＯＨＯ 

・地域の活性化のためにはＳＯＨＯ（スモールオフィス・ホームオフィス）の導入も考えるべきではないか。 

●ＪＲに対して 

 

・ＪＲ辻堂駅等の抜本的な再整備は今回の再整備計画の

核になるものだ。 

・検討委員会にＪＲも入っているはずだ。地権者ではな

いが、その役割は大きい。 

ＪＲは駅改造についてどう考えているのか。 

地域としては駅の整備を推進して欲しいが、ＪＲのビ

ジョンややる気を引き出していく必要がある。 

・辻堂駅は海まで２km と近い。海への玄関口というイ

メージをもっと出せないか。 

●南口商店街の活性化 

 

・今の商店街だけでは駄目だし、商店街が沈んでしまう

ような立派な施設ができても困るし、商店街はジレン

マに陥っている。 

・沿道商店街の活性化策はあるのか。 

・南口の方にも、市は目を向けて欲しい。 

このままでは南口は裏口に成りかねない。 

・南北をどうつなぐか、南北の交流がないと南は沈下し

てしまう。 


